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はじめに 
 
幸田町シニア・シルバー世代サポート推進協議会が厚生労働省の生涯現役促進

地域連携事業を受託した初年度（令和元年度）は、アンケート調査により現状

把握とセミナーを行った。令和２年度はその結果を踏まえ、多彩なセミナーを

開催してニーズを探りながら、ホームページを整備して情報発信体制を整えた。 
協議会の拠点である幸田町シニア・シルバー世代サポート推進センター（以下

センター）が新型コロナウイルス感染症拡大防止の影響で開設が遅れたものの、

後半のペースアップにより、当初のミッションを何とかクリアできたのは幸い

であった。 
センター開設２年目となる令和３年度も、無料職業紹介所の許可を取得したり、

シニア・シルバー層が求めているニーズに沿ったテーマでセミナーを開催した。

ホームページも求人情報や動画配信ができるように改良した。 
当社はセミナーについてはチラシや当日配布資料の作成、ホームページによる

事前告知、レポートのライティングなど、調査についてはアンケートの内容や

実施方法についてのアドバイス、創業希望者へのレクチャーを実施したり、個

別相談に応じた。 



 4 

１．幸田町シニア・シルバー世代サポート推進センターの運営支援 
 
① 就労支援 

高年齢者の就労支援のため、無料職業紹介所の許可を取ることを提案し、１

１月に厚生労働省から許可を得ることができた。将来、センターが独立採算

になった際には有料職業紹介所へ移行することも可能だろう。それに伴い、

啓発チラシの作成を行なった。 
 
(1)高年齢者に就労を促すチラシ 
 

 
 

(2)求人企業の情報収集 
 
高年齢者の雇用を前向きに考える企業や農家との繋がりを持つため、幸田町商

工会と JAあいち三河に協力依頼をした。いずれも協力的で、アンケート形式で

求人のニーズを収集させていただいた。商工会は会報にアンケート用紙の封入

を依頼するとともに、オンラインアンケートフォームを作成し、「手書き＋郵送」
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いずれでも対応できるようにした。JAでは部会などで声がけをしていただいた。 
雇用意欲のある企業の情報は集計して、随時ホームページでも情報を紹介でき

るようにした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜集まったデータ＞ 
商工会 ６６６会員に送付。５２社から（うちオンライン経由では１０社から）

回答を得た。 
JA １９軒の農家から回答を得た。 
 
【所感】企業等の訪問の目標は年間５０件で、実績は７３件（達成率１４６%）、

団体等の訪問は同２０件の目標に対し実績は５０件（同２５０%）であった。 

 
調査の結果からは、５５歳以上の高年齢者の採用については、製造業、介護職、

飲食業、運輸業で採用意欲が高いことが伺えた。高年齢者には「過去の経験や

スキル、ネットワークの活用, 若手や後任の育成・指導」を期待する一方で、「Ｐ

ＣなどのＩＴスキル」に対する懸念があるようだ。 

令和 3年 12 月吉日
幸田町商工会 会員　各位
幸田町シニア・シルバー世代サポート推進協議会
会長　大竹　広行
                             　（事務局：幸田町健康福祉部福祉課）
　
貴事業所における「求人・求職についてのアンケート」のお願い

拝啓　皆様におかれましては、時下 益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は幸田町の諸事業に深いご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。
　
　この度、厚生労働省生涯現役促進地域連携事業の委託を受け、無料職業紹介所と
して厚生
労働大臣の許可を受けた幸田町シニア・シルバー世代サポートセンター（略称：幸
田 SSS）において、貴事業所様における求人と求職ニーズについてお伺いいたした
く、別紙のアンケートにお答えいただけますようお願い申し上げます。

　求人・求職ニーズがある事業所様には詳細の聞き込みをさせていただき、就業希
望・求人をしている登録者様との橋渡しサポートを全力でさせていただきます。
また、ハローワークに求人をされている事業所様には、相互協力に努めているハロー
ワークと
マッチングを進めて参りますので重ねてご回答のお願いを申し上げます。

　尚、現在　求人・求職ニーズの無い事業所様におかれましても、今後の経営支援
事業に役立てるために活用させていただきたく、ご回答いただけますよう何卒よろ
しくお願い申し上げます。
また、今後　求人・求職のニーズがありましたら、幸田 SSS ホームページの無料
職業紹介所（現在整備中）にある求人票・求職票に記載いただき ご提出いただき
たくよろしくお願いいたします。
敬具

このアンケートは、幸田町商工会様のご理解とご協力をいただき、幸田町商工会の
会員様の求人と求職ニーズを把握して、今後の経営支援事業に役立てるためのもの
です。
この目的以外に使用したり、個人情報が漏洩することはござませんので、ご理解の
ほどよろしくお願いいたします。

　誠に勝手ながら、アンケートの回答は 202●年●月●日（●）までにＦＡＸまた
は、幸田 SSS ホームページ上からアンケートにご回答いただき、ご返信いただけ
ますようお願いいたします。
スマートフォンからは下のQRコードからでも、アンケートにご回答いただけます。
＜お問合せなどの連絡先＞
幸田町シニア・シルバー世代サポートセンター（略称：幸田ＳＳＳ）
「起業、ものづくり・福祉・農業への就業支援」
担当者　林　勝 （勤務時間 9:00 ～ 17:00 土・日曜・祝祭日休業）   
Email：kota333@crest.ocn.ne.jp 　 TEL：0564-73-0050（FAX 0564-73-0051）
〒444-0104　幸田町大字坂崎字道坂 27-1（旧農協坂崎支店、轟醸造株式会社隣接）

「幸田町商工会 会員様への求人・求職に関するアンケート」
【目的】
このアンケートは、幸田町商工会様のご理解とご協力をいただき、幸田町商工会の会員様の求人と
求職ニーズを把握して、今後の経営支援事業に役立てるためのものです。
お手数ではございますが、ご協力をお願いいたします。
尚、本アンケートで得た情報は、個人情報保護法に基づき厳重に取り扱わせていただきます。

【ご回答方法】
　各質問は選択式となっておりますので、該当する答えの番号を〇で囲んでください。
　各設問で「その他」を選択された場合は、その理由や内容をご記入願います。
　また、質問により、1つだけ選択する質問と複数選択する質問があります。各設問の文末を
お読みいただき、ご回答をお願いいたします。

問１　アンケート回答者様の情報をご記入願います。
事業所名 
記入者氏名 　　　　　　　　　　　　　　　（役職：　　　　　　　　　　　　）
所在地 幸田町大字　
ＴＥＬ (　　　　　）
Ｅｍａｉｌ 
ホームページ
アドレス 

問２　貴事業所の概要についてお伺いします。それぞれの項目についてご回答願います。
① 業種（当てはまるもの 1つに○印）
1　製造業　　　　2　建設業　　　　3　小売業　　　　4　卸売業　　　　5　飲食業
6　サービス業　　7　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

② 支障が無ければ主要商品・サービスの内容をご記入願います。

③ 従業員数
正社員（　　　　名）　　　非正規従業員（　　　　名）

問３　求人または、求職予定について、お答え願います。（当てはまるもの 1つに○印）
① 現在、新規での求人予定がありますか？
1　求人予定がある（　　　　名程度）　　　　　　2　求人予定はない

② 現在、何らかの事情により従業員などで求職を希望している方がいますか？
1　求職希望者がいる（　　　　名程度）　　　　　　2　求職の希望者はいない

問４ 求人予定があると答えた方にお伺いします。そのうち５５歳以上 ( シニア ) の
人材の採用予定はありますか？
1 自社社員の再雇用などで 55 歳以上の採用予定がある　　
2 社外からの新規採用で 55 歳以上の採用予定がある（    　 名程度）
3　55 歳以上の方を採用したいが人材が見つからない。または、応募者が無い
4　55 歳以上の採用予定はない

① 問 3で５５歳以上の採用の予定があると答えた方にお伺いします。
５５歳以上 ( シニア ) の人材に期待することは何ですか？（複数回答可）
1　過去の経験やスキル・ネットワークの活用　　2　若手や後任の育成・指導
3　これまでにない知見の獲得　　　　　　　　　4　補助金・助成金の利用
5　高い労働意欲による活性化　　　　　　　　　6　働きやすい職場環境の整備
7  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

② 問 3で５５歳以上の方の採用予定があると答えた方にお伺いします。
55 歳以上 ( シニア ) の人材活用に関して不安に思うことは何ですか？（複数回答可）
1　労働時間の調整が必要　　　　　　　2　世代交代の停滞
3　組織や部署のマネジメント　　　　　4　PCなどの IT スキル
5　人事など評価制度の整備　　　　　　6　人件費の確保
7  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

③ 問 3で採用したいが人材が見つかっていない。または、応募者が無いと答えた方にお伺いし
ます。
どのような事が問題だと思われていますか？（複数回答可）
1　柔軟な労働時間の調整が難しい　    2　処遇などの整備ができていない　　
3　人件費・教育費などのコスト        4　就業に必要な技術や知識の保有者がいない　　
5　求人をしているが周知できていない
6  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問５ 事業支援について、貴事業所が求める支援内容は何ですか？（当てはまるもの全て）
1　専門家などの派遣・相談　　　　　　　　             2　金融（融資）支援　　　　　　　　　　　　　
　
3　資金繰り計画作成支援　　　　　　　　　             4　記帳（税務）支援　　　　　　　　　　　　　
　
5　労務支援　　　　         6　人材育成支援　　       7　事業計画作成支援
8　マーケティング（市場調査や販売戦略策定の支援）
9　販路開拓（展示商談会の開催、展示商談会等の出展やプロモーション）
10　技術向上　　　　　　　　11　品質管理　　　　　　　 12　業務改善
13　災害時等における事業継続計画（BCP）作成支援
14　財務分析支援　　　　    15  IT・ICT・IOT 支援　 　16 地域ブランド戦略　　　　　　　　　　
17　求人・求職マッチング    18　5S（整理・整頓・清掃・清潔・躾）
19　国・県の施策および補助金・助成金等の情報提供
20　第二創業や経営革新を始めとした各種セミナーの開催
21　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問６　ご相談・ご要望等がありましたら、ご自由にご記入願います。

アンケートは以上です。
お忙しい中、ご回答いただき 誠にありがとうございました。
●月●日（●）までにご送付願います。

いただいたアンケート内容は、個人情報保護法に基づき厳格に取り扱います。
尚、本アンケートで得た情報は、今後の当センタ―の事業策定の参考にさせていただく
ほか、問い合わせや行事案内などをさせていただく以外の目的では一切使用いたしま
せん。
お忙しい中、ご協力いただき誠にありがとうございました。
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②セミナー開催支援 
 セミナーは一般向けに２１回、企業向けに７回実施した。当初目標の１７回

開催に対し、１６５%である。事前に講師から提案された内容や資料・写真など

をもとに参加者募集のチラシ・配布資料などを作成し、ホームページでの告知

も行なった。参加者のリストは財産でもあり、今後の催事をアナウンスできる

よう、参加者向けアンケートでメールアドレスの収集も開始した。 
 開催当日は、会場設営、受付などに協力するとともに、講師や参加者の許可

を得て写真や動画を撮影した。セミナーの内容は後日ホームページでもテキス

ト、写真、ＹｏｕＴｕｂｅに掲載した動画とで確認できるようにした。 
 
 
<一般向け> 
 
●令和３年 
４月２８日「どなたでも楽しく作れるアーティフィシャルフラワーでうるおい

の生活空間を」参加者１６人 
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５月２１日「包みとリボンで学ぶ優しいラッピング」参加者１４人 

 
 
 
 
５月２６日「無理なく楽しく健康に」参加者９人 
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５月３１日「心を豊かにする生活習慣」参加者１４人 

 

 
６月１１日「幸せ収納・整理」参加者１５人 
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６月２１日「まちの好きをみつけて、好きをかたちに」参加者１３人 

 
 
７月４日「こうた筆柿応援隊キックオフ説明会」参加者３９人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

定員

場所

無料

３０ 名

10:30〜11:30日

TEL:0564-73-0050 / FAX:0564-73-0051
Email:kota333@crest.ocn.ne.jp

幸田町シニア・シルバー世代サポートセンター(幸田町シニア・シルバー世代サポート推進協議会事務局)
〒444-0104 愛知県額田郡幸田町大字坂崎字道坂27-1
業務時間：月曜日から金曜日 午前８時３０分〜午後５時１５分（土日祝日休み）お問い合わせ

お申し込み

こうた筆柿のことを知るセミナー
幸⽥町の特産品の⼀つが筆柿です。全国の筆柿⽣産量の８割以上が愛知県産で、
そのほとんどが幸⽥町で⽣産されています。

⼀般的な柿よりも⼀⾜早く市場に出回り、他の柿と⽐べて糖度が⾼く、⾮常に
濃厚な甘みがあります。干し柿にするとさらに甘くなり、皮も薄いのでそのまま
食べられます。

そんな筆柿のことをもっと皆さんに知っていただくセミナーを企画いたしましたので、この機会に
是⾮地元の特産品「筆柿」について学んでみてください。

幸田SSS（幸田町シニア・シルバー世代サポートセンター）

幸田SSS職員

参加費

内容

講師

日本一のシエアを誇る幸田町の特産品「筆柿」

・筆柿の歴史
・名前の由来
・幸田の筆柿の現状 など

厚⽣労働省⽣涯現役促進地域連携事業 第２回社会参加啓発セミナー
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７月７日「合意形成の『やり方』を学ぼう」参加者１３人 

 

 
７月２１日「広報による魅力発信 5つのポイント」参加者１３人 
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８月１１日「探鳥の楽しさ、野鳥の性質」参加者１５人 

 

 
８月２７日「誰でもなれるメリットいっぱいの個人事業主とは」参加者７人 

 
 
１０月１０日「幸田町特産「筆柿」栽培セミナー」参加者１２３人 
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１０月２６日「地域史が出版できて思うこと」参加者１５人 

 
 
１１月１２日「おばあちゃんの駄菓子屋さん」参加者１４人 

 
 
12月 1日「食養生で健康寿命の延伸」（大草会場・参加者３５人）、8日（ 高

力・鷲田会場・参加者３０人）、２４日（六栗・上六栗会場・２７人） 

  

食養生で
健康寿命の延伸

日時
令和３年12月１日、８日、24日
令和４年１月12日、19日、25日

２月７日、９日、16日
３月４日、11日、18日

いずれも午前10時～11時

講師

幸田町老人福祉センター ２階

額田郡幸田町深溝一之宮２−１

漢方養生指導士

薬膳マイスター

大森かな

会場

幸田町シニア・シルバー世代サポートセンター(幸田町シニア・シルバー世代サポート推進協議会事務局)
〒444-0104愛知県額田郡幸田町大字坂崎字道坂27-1
業務時間：月曜日から金曜日 午前８時３０分～午後５時１５分（土日祝日休み）

TEL:0564-73-0050 / FAX:0564-73-0051

お 申 し 込 み
お問い合わせ

厚生労働省生涯現役促進地域連携事業 社会参加啓発セミナー

参加費

無料

食養生とは健康保持や体質改善のため、栄養を考えた食事をとったり節制したりすることです。

季節や体質・体調に合わせ、薬膳の考え方や漢方の力による食材・調理法により効果的に身体を改善してい

くことができます。日頃の食事をひと工夫して健康を増進させるお話をします。

かんぽうごぎょう

漢方五行相関図

し ょ く よ う じ ょ う

怒 怒りっぽい 筋肉 足がつる・腰痛

爪 柔らかい・二枚爪・
筋が入っている

胆のう 胆石

目 まぶたがぴくぴくす
る(けいれん)・充血

肝臓 数値異常

苦 苦いものが好き 血脈 むくみやすい
血圧が高い・低い

顔面 よく赤くなる
顔色が悪い

小腸 便秘または下痢に
なりやすい

舌 味覚が鈍くなった・
口内炎が舌にできる

心臓 不整脈
心疾患がある

甘 甘い物を欲する 肌 乾燥してかゆい

唇 年中乾燥する
熱を持って腫れる

胃 胃が弱い・空腹で
も食欲がない時が
ある

口 口臭がキツイ・口内
炎が口の中にできる

脾臓
膵臓

背中の中央が荒れ
る・痛い

辛 香辛料の辛味が好
き

皮膚 肌がかゆい・弱い

気管
支

空咳・喉の乾燥
風邪は喉からひく

大腸 よく下痢をする
大腸に疾患がある

鼻 鼻水、くしゃみが
出る・鼻が詰まる

肺 肺を患ったことが
ある

塩辛 塩辛いものが好き 骨 関節が弱い・骨折

髪 薄くなってきた
白髪が増えた

膀胱 頻尿・尿に色があ
る（赤・黄・白）

耳 耳鳴りがする
できものができる

腎臓 腎臓の位置に痛み
がある

緑/春

赤/夏

黄/長夏

白/秋

黒/冬

こ
ん
な
時
に
は
・
・
・

そ
れ
ぞ
れ
の
⾊
の
⾷
べ
物
を
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●令和４年 
１月２８日「シニアライフ・オーガナイズセミナー①」参加者１７人 

 
 
２月２２日「シニアライフ・オーガナイズセミナー②」参加者１６人 

 
 
３月２８日「シニアライフ・オーガナイズセミナー③」参加者４人 
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TEL:0564-73-0050 / FAX:0564-73-0051 

幸田町シニア・シルバー世代サポートセンター(幸田町シニア・シルバー世代サポート推進協議会事務局)　 
　〒444-0104 愛知県額田郡幸田町大字坂崎字道坂27-1 
　業務時間：月曜日から金曜日　午前８時３０分～午後５時１５分（土日祝日休み） 

お問い合わせ 
お申し込み 
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３月２６日「幸田町特産「筆柿」剪定セミナー」参加者９人 

 

 
<事業主向け> 
 
●令和３年 
４月１４日「SDG sを軸にした人材育成セミナー」参加者１４人 
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４月１４日「高年齢者雇用と助成金」参加者１３人 

 
 
７月２５日「こうた筆柿栽培体験」参加者１０９人 

 
 
１０月１２日「今からはじめる！タブレット体験会・第１回」参加者１２人 
１０月２１日「今からはじめる！タブレット体験会・第２回」参加者１２人 
１１月１日「今からはじめる！タブレット体験会・第３回」参加者１０人 
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●令和４年 
１月７日「フルーツパーラーで果物産地活性化」参加者１７人 

 
 

 

【所感】当初目標の１７回の開催目標（高年齢者向け１３回・事業主向け４回）

に対し、２８回のセミナーを実施することができた（高年齢者向け２１回・事

業主向け７回）。前年度は高年齢者向け１４回、事業主向け５回である。 
セミナー参加者総数はのべ６７３人（前年度は２８４人）、参加者のうち４５２

人からアンケートを回収したところ平均満足度は９２％であった。満足度１０

０％のセミナーも１２回あり、概ね参加者には満足していただけたのではない

だろうか。 
センターの認知を高めるためにセミナー事業は大きな意味がある。今期から参

加者のメールアドレスの収集を開始したので、今後のイベントやセミナーの告

知ができるようにしたい。今年度も多彩なセミナーを開催したが、高年齢者向

けには健康、趣味、終活、農業など、事業者向けには雇用支援や I Tなどテーマ
が絞れてきたように感じられる。 
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③職場見学・就労体験 
 高年齢者が就労可能な業務を知る機会を提供する目的で見学会と体験会をそ

れぞれ１回ずつ実施した。開催目標は２回で達成率は１００%である。 
 
＜職場見学会＞令和３年１０月２日（参加者１１人） 
 幸田町内の園芸農家である平岩農園の協力を得て、見学会を行った。同農園

では、無農薬栽培にこだわり、高品質なぶどうや米を生産している。どのよう

な経緯で無農薬栽培に至ったか、無農薬ならではの苦労、などは参加者の心を

打ったようで、満足度が極めて高く１００％であった。 

 
 
＜就労体験会＞令和３年１０月１４日（参加者１２人） 
 引き続き平岩農園にご協力いただき、農作業の体験として、ぶどう園の雑草

刈りを体験した。同農園では普段、知的障害者の就労支援もしているという。

この時の参加者で、大手企業で働く方が副業を申請して就労が実現した。 
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【所感】農業系での就労体験から定着にまで漕ぎ着けることができた。農業へ

の関心は思いの外、大きいのかもしれない。来年度は工業系、商業系企業への

アプローチも考えたい。 
 
 
④就職説明会開催 令和４年１月２３日（参加者１９人） 

 
 
 
【所感】筆柿は幸田町の特産品の一つであるが、農家の高齢化と後継者難によ

り、耕作放棄に繋がってしまうことが起きており、市場の需要に応えられない

ほどになっているという。就職とは異なるが、農業に従事してみようという人

も現れているので、若年層だけでなく、就農に関心を持っていただく機会づく

りは重要だと感じている。 
 
 
⑤ ボランティア活動の支援 
 
高年齢者が生き生きと生活をするために、他者から頼りにされる、喜んでもら

えるという経験が重要だということで、就労や起業の他にもボランティア活動

への参加という選択肢もあるということを提案している。） 
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ａ）令和３年４月２５日 S U P見学会ボランティアスタッフとして８人が参加 

 
 
 
ｂ）森林整備として六栗西山森の道整備隊に協力 

 
令和３年５月２３日（参加者１３人）、２９日（１２人）、６月５日（１０人）、
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７月１０日（１２人）、１７日（１０人）２４日（１３人）９月２４日（１２人）、

１０月５日（１０人）、９日（１６人）、２３日（１２人）、１１月１４日（５人）、

２１日（６人）、１２月１８日（８人）、令和４年２月１２日（８人） 
 
 
ｃ）萩の里を守る会に協力 
令和３年７月１２日 桜木の枝打ち（参加者９人）、１１月７日 雑木処理（９

人） 
 
 
ｄ）また、ボランティア団体の事例紹介ということで、「六栗西山森の道整備隊」

の活動を取材し、ホームページにレポートを掲載した。 
 
 

【所感】本年度はボランティア活動への参加は１０人程度を想定していたが、

結果的には２０倍近い１９３人となった。人数こそ多いものの連携先はまだま

だ少ないと感じる。多分野の団体との連携拡大に努めたい。 
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⑥ ウェブサイトを通じた情報発信 
 センターの対象である高年齢者にもスマートフォンは普及しつつある。それ

ゆえネットを通じた情報発信はいっそう重要となっている。 
 当社では見やすい構成への改善アドバイスや、イベントやセミナーの告知や

レポート、動画やデータなどの掲載を支援させていただいた。そのほか、

YouTube のアカウントを取得して、動画を掲載できるようにした。またセミナ

ーなどは画面上から参加申し込みが可能になるようにした。就業支援としては、

求人企業の情報も掲載するようにした。 
 今後の課題はアクセス数の増加である。どのページがどの程度見られている

か、どんなキーワードで検索されているのか、を踏まえ、レポートや告知時の

文章に反映することを意識したい。 
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⑦ 調査支援 

 

＜雇用の促進について＞ 

①の(2)で触れたように幸田町商工会とＪＡあいち三河に調査の依頼をすると

ともに、調査項目および調査方法についてアドバイスをさせていただいた。 

 

＜副業の可能性について＞ 

株式会社デンソー本社人事部を訪ね、副業に関する同社の考え方、定年後の備

えや施策についてヒアリングした。社としては禁止もしていないし、推奨もし

ていないとのことだった。 

 

＜外部団体との連携について＞ 

幸田町シルバー人材センターを訪ね、相互協力の可能性を探った。人材センタ

ーでは登録者のほとんどが７０歳以上のため、当センターが５５〜７０歳の年

齢層を意識すれば棲み分けが可能なのではないかとのことだった。 

 

＜町民の意識について＞ 

令和元年度に行った町民意識調査をベースにブラッシュアップした調査内容を

提案した。次年度に実施予定である。 

 



 23 

２．起業塾の開催 
 
令和４年８月２７日に「起業塾」と称し、オープンセミナーとして開催した。 
対象は、起業直前の方で、内容は高年齢者が起業するメリットや事例紹介、動

画 SNSの活用など。当社から講師２人を派遣し、セミナー終了後に個別相談を

実施した。当初はセンターにて実施予定であったが、コロナウイルス感染症の

拡大懸念による突然の緊急事態宣言の発出により、急遽 zoomミーティングアプ
リによるオンライン配信で行った。参加者７人。満足度は１００％であった。 
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【所感】高年齢者に対し、就労、趣味やボランティア活動以外の働き方・生き

方として起業という選択肢を提案するもので、他地区の支援機関にはない当セ

ンターの特徴ある事業である。実績としては２人の創業を支援することができ

た。事項に示すような相談も数件あり、今後の発展に期待したいところである。 
しかしながら、実際に起業にこぎ着けるには、創業手続きや起業後のサポート

など、さらに寄り添った伴走型の支援の必要性を感じる。次年度に向けた課題

としたい。 
 
 
３．起業家の支援 
 
起業前の方からの相談は、「どこから手をつけて良いのかわからない」「まずは

就労から」「資金をどう集めるか」「自分の特徴を表現したい」「個人事業主と副

業とどちらが有利か」「E Cサイトをどうすれば構築できるか」などである。 
その方がすでにお持ちのスキルやバリューをヒアリングして、「このような形に

してみてはどうか」というビジネスプランに整理・提案したり、類似の事例を

紹介したりして、喜んでいただけたのではないかと思う。 
起業後の方にはホームページのカスタマイズ方法やパワーポイントアプリを操

作して企画書の作成方法を指導させていただいたり、クラウドファンディング

のコツなどをアドバイスさせていただいた。 
また、令和４年１月２８日から３月２８日にかけて実施した「シニアライフ・

オーガナイズセミナー」では、当社講師が「明るい終活、生前整理」をテーマ

に、不用品や中古品、手作り品をフリーマーケットで販売することを提案し、

それを古物商の許可を得てビジネスにする、という方向性も示した。 

ライフオーガナイズとは？

一般社団法人日本ライフオーガナイザー協会に
よる造語です。

アメリカで1980年代に誕生した思考と空間の
整理のプロ「プロフェッショナル・オーガナイザー」
の日本版の職業として、2008年に日本ライフオーガナイザー協会が「ライフオーガナイザー」認
定プログラムを構築しました。

暮らしを最適化するための考え方を「ライフオーガナイズ」として、思考や感情の整理からはじ
める綿密なコンサルティングと、住む人自身が使いやすく戻しやすい仕組みづくり、「捨てる」か
らはじめないという片づけのアプローチが特徴です。

ライフオーガナイザーは、QOL（クオリティ・オブ・ライフ）の向上を目指し、暮らしの体質改善の
ためのパーソナルトレーナーとして、「もっと楽にもっと生きやすく」を理念に掲げ、単なる片づけ
整理収納支援だけではなく、幸福度の向上と有意義な人生を生きられる人を増やすために活
動しているプロフェッショナルです。

ライフオーガナイズの考え方の一部を私たちの暮らしに取り入れられないかというのが本セミ
ナーの主旨です。

コレクション
思い出の品
ブランド品

不用品
邪魔もの
ゴミ

フリマ
業者
ジモティ
メルカリ
オークション
オンライン
ショップ

やりたいことを
やる

行きたいところ
に行く

欲しいものを
買う

仕入れの資金
にする

財産 処分 託す モノが減る

お金が増える
創業・起業
人生を楽しむ
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４．その他の提案 
 
当センターの事業領域は幅広いが、予算や人員には限りがある。今後自主独立

を目指すとしたら、どのような事業を展開するべきか、アンテナを立てて、情

報収集と提案に努めた。 
 
・ 無料職業紹介所の許可取得 
・ 高品位なカフェの誘致 
・ 将来ビジョンの模索 
・ 小規模コミュニティの推進 
・ 講師の推薦 
・ フリーマーケットの定期開催 
・ 終活支援事業 
・ 補助金の調査 
・ ＰＣアプリの操作指導 
・ 他エリアでの事例の収集 
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おわりに 
 
本事業の実施にあたり、令和２年度に実施した各種事業の発展型を提案・実施

させていただいた。至らない点も多々あったが、担当コンサルタントを月２日

派遣・常駐させ、可能な限りレスポンス良い対応に努めたつもりである。実施

した事業の記録がホームページに蓄積されていることが評価されていることは

大変嬉しいことではあるが、今後さらなる利活用のためにはブラッシュアップ

とともにアクセスの獲得という課題も残った。 
緊急事態宣言やまん延防止等重点措置など、新型コロナウイルスの感染拡大に

よる影響は今年度も大きく、何度もセミナーやイベントの中止やリスケジュー

ルを余儀なくされたが、職員の皆様の迅速な対応や工夫で全ての事業を完遂で

きたことは素晴らしいと思う。 
これまでに実施した多種のセミナーやイベントの手応えから、自立に向けた今

後の方向性はより明確になってきていると感じる。 
町内の高年齢者がいきいきと活躍できる環境の構築に向けて、当社としても事

業計画に沿った支援や情報提供を今後も最大限行いたいと考えている。 


